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【 令 和 ２ 年 １ ２ 月 】 

厚生労働省医薬・生活衛生局総務課 

 

 

 

 

 

令和３年度予算案            ２１８百万円 

令和２年度第三次補正予算案          ３，９７０百万円 

令和２年度予算額            ２３９百万円 

 

 

Ⅰ 令和３年度予算案 

 

   （２年度予算額） （３年度予算案額 ) 

百万円       百万円 

 

１ 薬剤師の資質向上に向けた研修に係る調査・検討 

（卒後臨床研修の効果的な実施のための調査検討）         ３２（新規） 

画期的な新薬の開発などの医療の変化に対応した業務を薬剤師が適切に実施す

るための研修に向けた取組として、近年のチーム医療の進展や薬物療法の高度

化・複雑化等に対応するため、免許取得後の薬剤師に対し、医療機関等で卒後研

修を行うモデル事業の実施及び全国で用いられる共通のカリキュラムの作成のた

めの調査・検討を実施する。 

 

２ 薬剤師確保のための調査・検討                 ２４（新規） 

医療機関、薬局の薬剤師の地域偏在等に対応するため、各都道府県における薬剤

師を確保するため、取組事例等を収集し、その内容を踏まえて薬剤師の偏在状況と

課題を把握することにより、地域偏在等に対応するための効果的な方策等を調査・

検討する。 

 

３ 災害時における薬剤師の対応体制の整備            ６ → ６ 

地震や豪雨等の大規模災害時に円滑かつ迅速に医薬品を提供できるよう、地域

における連携体制構築のための検討会等を開催する。 

令和３年度薬剤師・薬局関係予算案の概要 
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４ 成育医療等分野の薬物療法に係る地域の連携体制構築       ６（新規） 

 地域における医療的ケア児等に対する専門性の高い薬剤師の養成及び小児分野

の医療機関等と薬局との連携体制構築に向けた取組を支援する。 

 

５ 認定薬局等の整備促進                     ４０ → ８ 

認定薬局制度のうち専門医療機関連携薬局に関して、薬局に勤務する薬剤師を

対象にした、がんの専門性の高い薬剤師の養成を進めるため、医療機関等における

実践的な研修を確保するための体制構築を支援する。 

 

６ 医療情報化等の推進                       ５ → ４ 

電子版お薬手帳のフォーマットや機能追加に関する検討等を行う。 

 

７ 一般用医薬品等の販売状況の調査               ４ → ４ 

今後セルフメディケーションの推進を図るに当たって、一般用医薬品等の安全 

 かつ適切な使用に必要な施策を検討するための基礎資料とするため、一般用医薬 

品等の販売実績や販売経路等に関する実態調査を実施する。 

 

８ 一般用医薬品適正使用推進のための研修             ５ → ５ 

登録販売者が消費者の状況に応じてより適切に対応できるよう、研修プログラ

ムの作成及び研修や指導が行える登録販売者の育成を行う。 

 

９ 医薬品適正使用の普及啓発                         ５ →  ５ 

「薬と健康の週間」（10 月 17 日～23 日）に合わせて、かかりつけ薬剤師・薬局

及び医薬品の適正使用等について、広く国民に普及啓発するためのポスター等を

作成する。 
 

１０ 薬局医療安全対策の推進                       ７１ → ６３ 

薬局における医療安全の確保を図るため、ヒヤリ・ハット事例等を収集し、集積

した情報の分析・評価を行う。 

 

１１ 薬剤師の養成                   

○薬剤師養成問題等の検討                        １ → １ 

薬剤師の再教育講習会の開催や薬剤師養成に係る諸課題の検討を行う。 
 

○薬剤師生涯教育の推進                          ８ → ８ 

薬剤師の機能強化・専門性向上に資するために必要な知識、技能等の習得のた

めの研修プログラムの作成及び指導を行うことができる薬剤師の育成を行う。 

 

１２ 医師等免許登録管理システム                 １ → １６ 

国民が医療を受ける際の適切な選択に資するため、厚生労働省ホームページ上で

氏名等により薬剤師資格の有無等の確認を行えるシステムの管理運用を行う。 
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１３ 医薬品等インターネット販売監視体制の整備       ４５ → ３６ 

偽造医薬品及び危険ドラッグなどを含む違法な広告・販売を行う国内外のイン 

ターネットサイトを発見し、警告や削除要請を行う。 

 

１４ 全国薬局機能情報提供制度事業（第三次補正に計上）    ６ → ０ 

 

 

（参考）他局関係予算 

 

○ 医薬分業推進支援センターの施設・設備整備費（健康局）  

     （令和 3年度予算案額 62 億円の内数） 

     使用頻度の低い医薬品の備蓄と薬局への譲渡、医薬品情報の収集・提供、休日・

夜間時の調剤などの業務を行う薬剤師会（法人）が設置する医薬分業推進支援セ

ンターの施設及び設備に要する経費の補助を行う。 

 

○ 地域医療介護総合確保基金による医療・介護提供体制改革 

（医政局）薬剤師・薬局部分抜粋 

   （令和 3年度予算案額 851 億円の内数） 

地域医療介護総合確保基金により、各都道府県の病床の機能分化・連携に必要

な基盤整備、在宅医療の推進、医療従事者等の確保・養成、勤務医の働き方改革

の推進に必要な事業を支援する。 

（参考）【薬剤師・薬局関連対象事業】 

・在宅医療を推進するために必要な事業 

訪問薬剤管理指導を行おうとする薬局への研修や実施している薬局の周知、在宅 

医療における衛生材料等の円滑供給の体制整備、人生の最終段階における医療に必

要な医療用麻薬の円滑供給の支援等を行う。 

・女性薬剤師等の復職支援のための事業                        

病院・薬局等での勤務経験がある薬剤師（特に女性）の復職支援を促進するため、 

地域薬剤師会において、地域の病院・薬局等と連携した復職支援プログラムの実施 

を支援する。 

・地域包括ケアの拠点となる病院・薬局における薬剤師の確保支援のための事業 

 地域薬剤師会において、求職希望の薬剤師の氏名、勤務希望地域、勤務条件など 

を登録し、薬剤師の確保が困難な、地域包括ケア等を担う病院・薬局からの求めに 

対して、周辺地域に勤務する薬剤師の緊急派遣などの協議・調整を行うための体制 

整備を支援する。 

 

○ 病院薬剤師を活用したタスク・シフティング推進事業（医政局） 

   （令和 3年度予算案額 0.2 億円） 

病院薬剤師を活用した医師等からのタスク・シフティングにかかる先進的な 

取組を収集し、その好事例を全国に共有することにより、医師等の働き方改革の 

推進を図る。 
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○ レセプトを活用した医療扶助適正化事業（社会・援護局） 

 （令和 3年度予算案額 50 億円の内数） 

生活保護受給者の医療扶助における不適切な重複処方等の適正化を推進する

ため、レセプトを活用し、服薬管理を行う等の事業を推進する。 

 

○ 認知症のケアに関わる人材の育成と介護サービス基盤の整備（社会保障の充実） 

（老健局） 

（令和 3年度予算案額 介護分：82 億円の内数） 

認知症ケアに携わる医療・介護従事者等に対して必要な知識や技術などを習得

させ、認知症高齢者等に対するサービスの質の向上等を図る。 
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Ⅱ 令和２年度第三次補正予算案 
 

１．新たな日常にも対応する処方箋の電子化に向けたシステム構築 

                           ３，８０３百万円（新規） 

経済財政運営と改革の基本方針 2020（令和２年７月 17 日閣議決定）において「電 

子処方箋について、既存の仕組みを効率的に活用しつつ、2022 年夏を目途に運用

を開始する」とされていることから、オンライン資格確認の基盤を活用し、処方・

調剤業務の効率化のほか、重複投薬の防止等にも資する電子処方箋管理システムを

開発するとともに、全国の医療機関・薬局やそのシステムベンダーに対して、電子

処方箋導入のための説明会、周知広報等を実施する。 

 

２．薬剤師の資質向上に向けた研修に係る調査・検討 

（ICT を活用した業務等に係る薬剤師の資質向上）     ３２百万円(新規) 

新型コロナウイルス感染拡大防止対策等に資するため、ICT を活用した業務につ

いて、医療の安全を確保しつつ、適切に実施するために必要な薬剤師の知識、技能

及びその研修の在り方の調査・検討を実施する。 

 

３．全国薬局機能情報提供制度の全国統一的な検索サイトの構築  

                            １３４百万円（新規） 

  薬局機能情報については、都道府県ごとに検索サイトを作成して情報を公表し

ているが、検索機能等にばらつきがあることや、全国の薬局情報を一括での検索が

できない状況にあるため、全国統一的な検索サイトを構築する。また、外国語やス

マートフォンへの対応を含めた薬局に関する情報提供の充実を図る。なお、本事業

は、全国の病院等を検索できる医療情報サイトの基盤構築と併せて実施する。 

 

 

（参考）他局関係 

１）医療機関・薬局等の感染拡大防止等の支援   

８５８億円の内数 

現下の感染拡大の影響を踏まえた緊急的臨時的な対応として、歯科を含む保険医

療機関・保険薬局・指定訪問看護事業者・助産所における感染拡大防止等の支援を

行う。 

 

２）小児科等への支援や新型コロナウイルス感染症からの回復患者の転院支援に係

る診療報酬上の特例的な対応                ７１億円の内数 

未就学児の外来患者の感染防止に要する対応を評価する観点から、診療報酬の特

例的な評価を行う。また、新型コロナウイルス感染症から回復した後、引き続き入

院管理が必要な患者を受け入れる医療機関において、必要な感染予防策を講じる場

合の診療報酬の特例的な評価を行う。 

 


